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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月22日(2021.9.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ローリングシャッタ方式によって、観察対象を撮像し医療用撮像画像を生成するイメー
ジセンサと、
　前記観察対象に光を照射する光源の点灯を制御する制御部と、
　を備え、
　前記制御部は、白色光を照射する光源を点灯させる制御を含む第１の制御と、励起光を
照射する光源を点灯させる制御を含む第２の制御とを行い、
　前記第１の制御は、１フレーム期間より短い期間行われ、
　前記第２の制御は、前記第１の制御が行われる期間よりも長い期間行われる、医療用観
察装置。
【請求項２】
　前記制御部は、
　前記第１の制御を繰り返し行い、
　前記第２の制御を、少なくとも前記第１の制御が行われていない期間に行う、請求項１
に記載の医療用観察装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記第２の制御を、前記第１の制御が行われている期間、および前記第
１の制御が行われていない期間に行う、請求項２に記載の医療用観察装置。
【請求項４】
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　前記制御部は、前記第２の制御を前記第１の制御が行われていない期間に行い、前記第
１の制御が行われている期間には、前記第２の制御を行わない、請求項２に記載の医療用
観察装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記第１の制御を、設定されている所定のタイミングに行う、請求項２
～４のいずれか１つに記載の医療用観察装置。
【請求項６】
　前記所定のタイミングは、前記イメージセンサにおける読み出されているフレームの最
終ラインの読み出し終了と同時に前記白色光を照射する光源の点灯が終了するタイミング
である、請求項５に記載の医療用観察装置。
【請求項７】
　前記所定のタイミングは、次に読み出すフレームの先頭ラインの読み出し開始と同時に
前記白色光を照射する光源の点灯が開始するタイミングである、請求項５に記載の医療用
観察装置。
【請求項８】
　前記所定のタイミングは、前記白色光を照射する光源の点灯が、前記イメージセンサに
おける読み出されているフレームの最終ラインの読み出し終了と次に読み出すフレームの
先頭ライン読み出し開始を跨ぐタイミングである、請求項５に記載の医療用観察装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記第１の制御を、２フレーム期間ごとに行う、請求項２～８のいずれ
か１つに記載の医療用観察装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、さらに、前記白色光を照射する光源および前記励起光を照射する光源を
点灯させない第３の制御を行う、請求項１または２に記載の医療用観察装置。
【請求項１１】
　前記医療用撮像画像を処理する処理部をさらに備える、請求項１～１０のいずれか１つ
に記載の医療用観察装置。
【請求項１２】
　前記処理部は、少なくとも前記第１の制御が行われているときと、前記第２の制御のみ
が行われているときとで、前記医療用撮像画像を示す信号のゲインを変える、請求項１１
に記載の医療用観察装置。
【請求項１３】
　前記処理部は、少なくとも前記第１の制御が行われているときと、前記第２の制御のみ
が行われているときとで、処理の内容を変える、請求項１１または１２に記載の医療用観
察装置。
【請求項１４】
　前記処理部は、少なくとも前記白色光が前記観察対象に照射されるときに撮像された第
１の医療用撮像画像と、前記励起光のみが前記観察対象に照射されるときに撮像された第
２の医療用撮像画像とを、合成する、請求項１１～１３のいずれか１つに記載の医療用観
察装置。
【請求項１５】
　前記イメージセンサへの入射光から、前記励起光に対応する波長の光を遮断するフィル
タをさらに有する、請求項１～１４のいずれか１つに記載の医療用観察装置。
【請求項１６】
　前記白色光を照射する光源と前記励起光を照射する光源とを有する光源部を、さらに備
える、請求項１～１５のいずれか１つに記載の医療用観察装置。
【請求項１７】
　前記光源部は、前記白色光を照射する光源から照射される前記白色光が入射され、前記
励起光に基づく蛍光に対応する波長の光を遮断するフィルタをさらに有する、請求項１６
に記載の医療用観察装置。
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【請求項１８】
　複数のリンクが関節部によって互いに連結されて構成されるアームをさらに備え、
　前記イメージセンサは、前記アームにより支持される、請求項１～１７のいずれか１つ
に記載の医療用観察装置。
【請求項１９】
　前記イメージセンサは、患者の体内に挿入され、前記体内を前記観察対象として撮像す
る、請求項１～１７のいずれか１つに記載の医療用観察装置。
【請求項２０】
　観察対象を撮像し、生成された医療用撮像画像を処理する医療用観察装置と、
　処理された前記医療用撮像画像を表示画面に表示する表示装置と、
　を有し、
　前記医療用観察装置は、
　ローリングシャッタ方式によって、前記観察対象を撮像し前記医療用撮像画像を撮像す
るイメージセンサと、
　前記観察対象に光を照射する光源の点灯を制御する制御部と、
　前記医療用撮像画像を処理する処理部と、
　を備え、
　前記制御部は、白色光を照射する光源を点灯させる制御を含む第１の制御と、励起光を
照射する光源を点灯させる制御を含む第２の制御とを行い、
　前記第１の制御は、１フレーム期間より短い期間行われ、
　前記第２の制御は、前記第１の制御が行われる期間よりも長い期間行われる、医療用観
察システム。
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